
―広島⼤学医学部教授・⽟川忠太の原爆症への挑戦―
（広島⼤学医学部所蔵資料および原爆放射線医科学研究所所蔵資料より）

※当時の⽟川は広島⼤学医学部の前⾝である広島医学専⾨学校の教授でした

（⼟曜⽇・⽇曜⽇・祝⽇・夏季休暇⽇閉館）
広島⼤学霞キャンパス（⼤学病院前）特別協⼒ 広島⼤学⼤学院 医⻭薬保健学研究科分⼦病理学研究室

共催 広島⼤学原爆放射線医科学研究所・広島⼤学医学部
放射線災害・医科学研究拠点（広島⼤学・⻑崎⼤学・福島県⽴医科⼤学）

企画・製作 広島⼤学原爆放射線医科学研究所附属被ばく資料調査解析部

＊展⽰問い合わせ TEL︓082‐257‐5877 附属被ばく資料調査解析部背景写真︓湯崎稔資料（広島⼤学原爆放射線医科学研究所所蔵）
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